
高梁市 TAKAHASHI  CITY

平成21年 12月定例会

● 創刊にあたって‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２
● 各種委員会紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３
● 12月定例会・主な議案‥‥‥‥‥‥ ４
● 一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５～11
● 委員会報告のあらまし‥‥‥‥12～13
● お知らせ・編集後記‥‥‥‥‥‥‥ 14

― 主な内容 ― 【雲海に浮かぶ備中松山城】

　備中松山城の天守は、国の重要文化財で、現存天守
を持つ全国12城の中では唯一の山城であり、最も高い
所（標高430ｍ）にあります。平成６年より本丸の復
元整備が行われ、本丸南御門、東御門、腕木御門、路
地門、五の平櫓、六の平櫓、土塀などが復元され、一
年を通して多くの観光客が訪れています。
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議

長

挨

拶

創

刊

に

あ

た

っ

て

　このたび高梁市議会だよりを発行することとなりました。合併前は各市・町で発行
していましたが、このたび装いも新たに12月定例会を中心に編集しました。

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

が
昨
年
９
月
に
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と

し
て
市
民
の
皆
様
に
議
会
と
し

て
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

本
号
を
創
刊
号
と
し
、
年
４
回

『
議
会
だ
よ
り
』
を
発
行
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
議
会
だ
よ
り
発
行

に
際
し
、
議
員
自
ら
が
紙
面
づ

く
り
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
、

出
来
る
だ
け
議
会
の
動
き
が
市

民
の
皆
様
に
ご
理
解
頂
け
る
も

の
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
議
会
の
活
動
に
対
し
、
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
「
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
議

会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
の
創
刊
も

そ
の
一
環
で
あ
り
、
必
要
な
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、

議
会
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
創
意
工
夫

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
を

申
し
添
え
て
、
創
刊
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

議会構成図

議会運営委員会

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

議会全員協議会

総 務 文 教 委 員 会

産 業 経 済 委 員 会

市 民 生 活 委 員 会

地域情報化事業調査特別委員会

議会広報調査特別委員会

決算審査特別委員会

議　
　
　

会

議会だよりを新たにスタート

議会広報調査特別委員会
委員長

川上　博司
高梁市議会 議長

山縣　喜義
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産業経済委員会

議会運営委員会 市民生活委員会

総務文教委員会

委 員 長　田中　広二
副委員長　宮田　公人
委　　員　山縣　喜義　　妹尾　直言
　　　　　倉野　嗣雄　　内田　大治
　　　　　大森　一生

委 員 長　植田　二郎
副委員長　大月　健一
委　　員　三谷　　實
　　　　　三上　孝子
　　　　　田中　広二
　　　　　川上　博司
　　　　　細川　繁信

委 員 長　三谷　　實
副委員長　柳井　正昭
委　　員　大月　健一
　　　　　三上　孝子
　　　　　植田　二郎
　　　　　田島　　肇
　　　　　宮田　好夫

委 員 長　細川　繁信
副委員長　小林　重樹
委　　員　難波　英夫　　村上　信吾
　　　　　川上　博司　　丸山　茂紀
　　　　　長江　和幸　　森田　仲一

特
別
委
員
会

●
地
域
情
報
化
事
業

調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
妹
尾
　
直
言

副
委
員
長
　
　
柳
井
　
正
昭

委
　
　
員
　
　
三
谷
　
　
實

　
　
　
　
　
　
大
月
　
健
一

　
　
　
　
　
　
田
中
　
広
二

　
　
　
　
　
　
川
上
　
博
司

　
　
　
　
　
　
丸
山
　
茂
紀

　
　
　
　
　
　
田
島
　
　
肇

　
　
　
　
　
　
森
田
　
仲
一

　
　
　
　
　
　
内
田
　
大
治

●
高
梁
地
域
事
務
組
合

議
会
議
員

山
縣
　
喜
義

三
谷
　
　
實

田
中
　
広
二

宮
田
　
公
人

柳
井
　
正
昭

●
高
梁
市
農
業
委
員
会
委
員

（
議
会
推
薦
）

難
波
　
英
夫

宮
田
　
公
人

●
高
梁
市
監
査
委
員

（
議
会
選
出
）

長
江
　
和
幸

常
任
委
員
会
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　平成21年12月定例会は、12月３日に開会し、高梁市新総
合計画の基本構想、平成21年度一般会計補正予算（第５号・
第６号）など、議案34件、請願４件、陳情２件、議員発
議４件を審議しました。

●
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
の
専
決
処
分

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
球
菌
・
子
ど
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
補

助
を
行
う
た
め
、
６
、４
６
７
万
２
千
円
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

●
高
梁
市
農
業
振
興
基
金
条
例

　

財
団
法
人
成
羽
町
振
興
公
社
解
散
に
伴
う
出
捐
金

１
億
１
、１
０
０
万
円
を
財
源
と
し
て
、
高
梁
市
農

業
振
興
基
金
を
設
置
し
、
農
業
の
担
い
手
確
保
対
策

や
農
業
関
連
の
施
設
整
備
等
を
行
う
も
の
で
す
。

●
高
梁
市
農
業
研
修
宿
泊
施
設
設
置
条
例

　

備
中
町
平
川
の
旧
教
員
住
宅
を
整
備
し
、
都
市
住

民
等
が
農
業
実
務
研
修
や
短
期
研
修
を
行
う
宿
泊
施

設
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

●
高
梁
市
看
護
師
養
成
奨
学
金
貸
付
条
例

　

看
護
師
の
養
成
を
図
り
、
本
市
の
地
域
医
療
・
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
市
に
住
所
及

び
本
拠
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
そ
の
子
弟
に
対
し
て
、

月
額
４
万
４
千
円
を
奨
学
金
と
し
て
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
も
の
で
、
貸
付
を
受
け
た
期
間
の
１
・
５
倍

に
相
当
す
る
期
間
を
看
護
師
と
し
て
市
内
の
医
療
機

関
に
勤
務
し
た
時
は
、
奨
学
金
返
納
が
免
除
さ
れ
る

も
の
で
す
。（
市
外
へ
勤
務
し
た
場
合
は
貸
付
月
数

の
３
倍
の
期
間
内
に
返
納
）

●
高
梁
市
学
校
教
育
振
興
基
金
条
例

　

成
羽
町
出
身
の
京
セ
ラ
㈱
相
談
役　

伊
藤
謙
介
氏

か
ら
受
け
た
１
、０
０
０
万
円
の
寄
付
を
財
源
と
し

て
、
市
立
小
学
校
・
中
学
校
の

学
校
振
興
を
図
る
た
め
、
基
金

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

●
高
梁
市
国
民
健
康
保
険

　
成
羽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

成
羽
病
院
本
館
の
耐
震
診

断
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強

度
は
最
低
基
準
以
下
で
、
耐
震

改
修
に
耐
え
る
だ
け
の
強
度
を

も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
館
部
分
の

改
築
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
棟
の
改
修
が
必

要
と
な
り
、
建
設
改
良
費
に
３
、

４
２
３
万
５
千
円
（
設
計
委
託

１
、２
６
０
万
円
、
地
盤
・
敷

地
調
査
委
託
６
５
０
万
円
）
な
ど
を
追
加
し
た
補
正

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
病
床
数
は
現
行
の
１
３
６
床
か
ら
96
床
に
縮

小
さ
れ
る
計
画
で
す
。

●
追
加
補
正
予
算

（
人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
各
会
計
の
補
正
）

　

人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
き
各
会
計
の
人
件
費
を
総

額
５
、７
０
０
万
円
削
減
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

【
採
択
さ
れ
た
、
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
】

●�

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願
書
（
請
願
第
９
号
）

●�「
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
」
の
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
（
陳
情
第
２
号
）

●�

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
制
度
の
交
付
延
長
等

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
乙
議
案
第

13
号
）

●�

国
と
し
て
直
接
地
方
の
声
を
聞
く
仕
組
み
を
保
障

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
（
乙
議
案
第
14
号
）

平成21年

12月

主な議案の概要
定例会

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
可
決

高
梁
市
新
総
合
計
画
・
市
立
成
羽
病
院
な
ど
質
疑
集
中

高梁市新総合計画の基本構想
　高梁市がめざす都市像と、これを実現する政
策の柱、都市像実現に向けたまちづくり方針を
示す「高梁市新総合計画の基本構想」を可決し
ました。

●計画期間　平成22年度～平成31年度
●目標人口　平成31年度人口　33,000人
●都 市 像　ひと・まち・自然にやさしい高梁

【都市像の解説】
　活力ある高梁市を築いていくための根幹はひ
とです。人々の生活やつながりがまちとなり、
歴史や文化、産業を育んでいます。そして、人々
の営みの背景になるのが自然です。
　この脈々と受け継がれているかけがえのない
財産を大切にし、地域の伝統や文化を守り、産
業を育て、次代に自信をもって伝えることので
きるまちづくりに取り組むイメージを表現して
います。
　誰もが思いやりや支えあいのやさしさで、安
心した生活をおくることができ、ひともまちも
自然もいきいきと輝き、元気でやさしさあふれ
るまちづくりを進めます。

成羽病院建設事業計画（案）

●基本設計　H22年２月～３月
●実施設計　H22年４月～11月
●建設工事　H23年１月～H24年８月
●病院開院　H24年９月


